
１  次 の 表 は 、 二 〇 〇 四 年 以 降 の 訪 日 外 国 人 数 の 推 移 を 、 地 域 別 に 示 し た も の で す 。 こ れ を 見 て 、 訪 日 外 国 人 数 の 推 移 の 全 般

的 な 動 向 や 顕 著 な 特 徴 に つ い て 二 〇 〇 字 以 内 で 説 明 し な さ い 。 そ の 際 ［ 資 料 １ ］ 、 ［ 資 料 ２ ］ に 示 さ れ て い る こ と と の 関 連

に 触 れ る こ と 。 な お こ の 問 題 の 解 答 に あ た っ て は 、 段 落 分 け の 必 要 は あ り ま せ ん 。 最 初 の マ ス 目 か ら 書 き 始 め る こ と 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［
資
料
１
］
世
界
全
体
お
よ
び
主
要
国
・
地
域
の
経
済
成
長
率
の
推
移
 

経
済
成
長
率
（

%）
 

年
 

日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
作
成
 

Ｉ
Ｍ
Ｆ
 

Wo
rl
d 
Ec
on
om
ic
 O
ut
lo
o
k 
Da
ta
ba
se

よ
り
作
成
 

［
資
料
２
］
日
本
お
よ
び
世
界
の
お
も
な
で
き
ご
と
 

訪
日
外
国
人
数
の
推
移

（
単
位
：千

人
)

2
0
0
4
年

2
0
0
5
年

2
0
0
6
年

2
0
0
7
年

2
0
0
8
年

2
0
0
9
年

2
0
1
0
年

2
0
1
1
年

2
0
1
2
年

2
0
1
3
年

2
0
1
4
年

2
0
1
5
年

2
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1
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年
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%
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4
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4
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4
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7
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0
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4
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4

6
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4
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4

6
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8

8
,1
1
6
1
0
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1
9
1
6
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4
6
2
0
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2
9

1
0
%

1
3
%

1
7
%

0
%

-
2
2
%

3
6
%

-
2
8
%
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%

2
7
%

3
3
%
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4
%
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3
%

7
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7
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9
9

7
9
8

8
7
8
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8
7
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0
0
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5
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7
6

9
0
4

1
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4
9

1
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4
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1
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2
2

1
0
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0
%

1
0
%

1
%

-
1
0
%

7
%

-
3
3
%

3
6
%

1
7
%
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6
%
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9
%

1
4
%
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0

2
4

2
2

2
3

2
4
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1

2
3

1
9
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7
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8
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2

3
4

2
1
%

-
7
%

7
%

5
%

-
1
6
%

1
0
%

-
1
5
%

2
8
%

8
%

6
%

1
3
%

6
%
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2
4

9
9
8
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1
,0
1
7
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7
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7
5

9
0
6
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8
5

8
7
6

9
8
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1
,1
1
2

1
,3
1
1

1
,5
7
0

8
%

0
%

2
%

-
5
%

-
1
0
%

4
%

-
2
4
%

2
8
%

1
2
%

1
3
%

1
8
%

2
0
%

2
7

3
4

3
4

3
7

3
9

3
3

3
9

3
2

5
1

5
0

5
7

7
4

7
8

2
6
%

-
2
%

9
%

4
%

-
1
3
%

1
8
%

-
2
0
%

6
1
%

-
2
%

1
4
%

3
0
%

5
%

2
3
2

2
4
5

2
3
1

2
6
1

2
7
9

2
4
6

2
6
1

1
8
9

2
4
2

2
8
5

3
4
7

4
2
9

5
0
6

6
%

-
6
%

1
3
%

7
%

-
1
2
%

6
%

-
2
7
%

2
8
%

1
8
%

2
2
%

2
4
%

1
8
%

下
段
：
対
前
年
伸
率

オ
セ
ア
ニ
ア

総
　
数

地 域 別

ア
ジ
ア

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

ア
フ
リ
カ

北
ア
メ
リ
カ

南
ア
メ
リ
カ

2
0
0
4
年

羽
田
空
港
第
２
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
開
業
。

Ｅ
Ｕ
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
な
ど
中
欧
・
東
欧
１
０
カ
国
が
新
た
に
加
盟
。

2
0
0
5
年

歌
舞
伎
が
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
。

北
京
・
上
海
で
大
規
模
な
反
日
デ
モ
が
発
生
。

2
0
0
6
年

安
倍
総
理
大
臣
が
中
国
・
韓
国
を
歴
訪
し
、
首
脳
会
談
を
行
う
。

タ
イ
に
ア
ジ
ア
最
大
規
模
の
空
港
が
開
港
。

2
0
0
7
年

石
見
銀
山
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
。
　
食
品
偽
装
問
題
が
広
が
る
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
初
代
ｉＰ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
発
売
。

2
0
0
8
年

観
光
庁
が
発
足
、
訪
日
外
国
人
数
2
0
0
0
万
人
を
目
標
に
掲
げ
る
。
　
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
。

ア
メ
リ
カ
の
大
手
証
券
会
社
が
破
た
ん
し
、
金
融
危
機
が
世
界
に
広
が
る
。

2
0
0
9
年

民
主
党
政
権
が
発
足
し
、
政
権
交
代
が
実
現
。

ア
メ
リ
カ
の
オ
バ
マ
大
統
領
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
。

2
0
1
0
年

南
ア
フ
リ
カ
で
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
で
初
の
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
る
。

中
国
が
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
規
模
で
日
本
を
抜
き
、
世
界
第
２
位
に
。

2
0
1
1
年

東
日
本
大
震
災
が
発
生
。
　
サ
ッ
カ
ー
女
子
日
本
代
表
が
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
優
勝
。

北
ア
フ
リ
カ
～
中
東
の
ア
ラ
ブ
諸
国
に
民
主
化
運
動
が
拡
大
（
ア
ラ
ブ
の
春
）
。

2
0
1
2
年

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
開
業
。
　
自
民
党
・
公
明
党
が
政
権
に
復
帰
。

ロ
シ
ア
が
世
界
貿
易
機
関
に
加
盟
。

2
0
1
3
年

富
士
山
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
。

2
0
2
0
年
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
都
市
が
東
京
に
決
定
。

2
0
1
4
年

羽
田
空
港
の
国
際
線
発
着
枠
が
拡
大
さ
れ
る
。

パ
キ
ス
タ
ン
の
女
子
学
生
マ
ラ
ラ
=
ユ
ス
フ
ザ
イ
さ
ん
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
。

2
0
1
5
年

北
陸
新
幹
線
、
長
野
－
金
沢
間
が
開
通
。

環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
が
大
筋
で
合
意
に
達
す
る
。

2
0
1
6
年

北
海
道
新
幹
線
開
業
。
　
　
熊
本
地
震
発
生
。
　
　
天
皇
陛
下
が
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
公
表
。

イ
ギ
リ
ス
が
国
民
投
票
で
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
離
脱
を
決
定
。



 

２ 

次
の
Ａ
と
Ｂ
の
文
章
を
読
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
触
れ
な
が
ら
、
「
他
者
と
関
わ
る
う
え
で
大
切
な
こ
と
」
に
つ
い
て
、
あ
な

た
が
考
え
た
こ
と
を
六
〇
〇
字
以
内
で
述
べ
な
さ
い
。
そ
の
際
に
、
あ
な
た
の
考
え
と
は
異
な
る
考
え
を
設
定
し
た
う
え
で
、
異
な
る

考
え
を
も
つ
人
た
ち
に
あ
な
た
の
考
え
を
納
得
さ
せ
、
対
立
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
内
容
と
す
る
こ
と
。
文
章
の
構
成
は
三
段

落
か
四
段
落
と
し
、
主
張
の
説
明
と
し
て
具
体
的
な
例
を
示
す
こ
と
。 

 

Ａ あ
な
た
自
身
が
「
楽
し
い
、
面
白
い
、
不
思
議
だ
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
、
ド
キ
ド
キ
す
る
」
と
感
じ
、
心
か
ら
求
め
て
い
る
も
の
を
優
先

す
れ
ば
、
そ
れ
で
い
い
の
で
す
。
「
磨
く
」
と
か
「
発
揮
す
る
」
な
ど
と
意
識
し
な
く
て
も
、
自
分
が
本
当
に
好
き
な
も
の
、
興
味
が
あ

る
こ
と
に
気
持
ち
が
向
か
っ
て
い
け
ば
、
自
分
の
世
界
が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
く
。
そ
れ
が
本
当
の
意
味
で
「
個
性
を
磨
く
」
と
い
う

こ
と
で
す
。 

い
ち
ば
ん
良
く
な
い
の
は
、
友
達
の
反
応
を
気
に
し
た
り
、
世
間
の
思
惑
に
振
り
回
さ
れ
た
り
し
な
が
ら
、「
個
性
を
磨
か
な
き
ゃ
い

け
な
い
」
と
無
理
を
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
う
ち
に
自
分
の
軸
足
を
ど
こ
に
置
い
て
い
い
か
わ
か
ら
な
く
な
り
、
自
分
力
が
失
わ
れ
、
結

局
は
自
分
で
自
分
の
個
性
を
つ
ぶ
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。 

（
今
北
純
一
「
自
分
力
を
高
め
る
」
よ
り
）  

Ｂ 

 

私
た
ち
の
生
活
は
、
他
人
と
の
関
係
の
な
か
で
営
ま
れ
、
一
定
の
役
割
を
演
じ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
家
庭
で
は
、
親
と
し
て
、
子
と

し
て
、
兄
弟
と
し
て
、
ふ
る
ま
っ
て
い
ま
す
。
友
人
と
し
て
ふ
る
ま
う
と
き
と
、
恋
人
と
し
て
ふ
る
ま
う
と
き
で
は
、
ま
っ
た
く
違
う
行

動
を
と
る
で
し
ょ
う
。
一
人
の
人
で
も
、
状
況
に
よ
っ
て
多
様
な
人
間
関
係
を
取
り
結
ん
で
い
る
の
で
、
そ
の
状
況
に
応
じ
て
言
動
を
変

え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
場
そ
の
場
に
応
じ
て
、
異
な
る
人
格
が
要
求
さ
れ
る
わ
け
で
す
。 

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
多
重
人
格
と
ま
で
は
言
わ
な
い
ま
で
も
、
多
様
な
人
格
は
む
し
ろ
必
須
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い
ま
ま
で
、

「
人
格
は
一
人
に
一
つ
」
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
変
化
の
め
ま
ぐ
る
し
い
現
代
社
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に
対
応
し

て
異
な
る
役
割
を
演
じ
分
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

（
岡
本
裕
一
朗
「
12
歳
か
ら
の
現
代
思
想
」
よ
り
） 

 


